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八 木 先 生 を 送 る

21世紀へのカウント・ダウンがいよいよ始まっている。大学の周辺 も、数

年前から出ている将来計画や、今回の大学設置基準の改正をめ ぐって騒がし

さを増している。われわれのところでも本年度から言語文化コースとして新

しくドイツ語、フランス語国圏文学 ・語学から広 く文化 ・文明に及ぶ専攻が

スター トした。こうした動 きも1985年 ゴルバチョフ登場以来の ソ連 ・東欧を

中心とした世界の動きから見ればきわめて局地的なものに見えてしまう。な

にしろポツダム体制の終焉の波紋は燈原の火のごとく広が り、ベル リンの壁

の崩壊、東西 ドイツの統一、さらにはソ連邦の崩壊などその直前まで想像 し

えなかった事態がつぎつぎと起こったのである。テレビも見ずに研究室にこ

もっていたりしたら、出てきてみれば浦島太郎とい うことも誇張ではない。

まえがきが長 くなってしまった。だが八木先生を送るとなれば、世界情勢

に触れないわけにはいかないだろ う。とてもしんみ りしているときではない

が、八木先生も定年になられると思 うと時代の流れ、とい うよりは年の歩み

がいかにしても止めようのない ものであることが痛感される。大阪府立大学

ではいちばん長 くご指導いただいた方であ り、その間、府 立大 学 だけ でな

く、戦後の日本の大学の歩みそのものを生きてこられた最後の世代 といえる

だろ う。戦後の廃櫨に生まれまだ新制大学と言い慣らわされていた時代、浪

速大学から大阪府立大学に、教育学部から教養部へと体制が整えられたとき

から今 日の総合科学部に いたる歩みを経験された最後の世代である。 「独仏

文学」の名で出す最後の号になるかもしれない本誌がご退職記念号 となるの
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もなにか の因縁 であろ う。

しか し八木先生には長老的な懐古諄はふ さわ し くない。先生 はつ ねに独 自

の感度の よい アンテナで流れを追 ってこ られた。われわれが新 しい歩 みを始

めるにあたって先生 が育 ててこられた新 しい アンテナが遅滞 な く作動 す るの

を祈 るばか りである。 そ してそのア ンテナで八 木先 生のお元気 なご活躍 が引

き続 きキ ャッチできることを切 に祈 ってい る。

(1991.11.15)

仏語教室 主任

天 羽 均
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